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東
日
本
大
震
災
で
は
、
谷
を
埋
め
、
盛
り
土
が
行
わ
れ
た
宅

地
の
地
滑
り
も
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。 

仰
木
の
里
東
の
、
幸
福
の
科
学
学
園
の
予
定
地
は
、
御
呂
戸
川

に
落
ち
込
む
急
峻
な
谷
を
開
発
・
造
成
さ
れ
た
地
域
で
、
周
辺
住

民
か
ら
は
建
設
の
安
全
性
に
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

市
は
、
昭
和
５５
年
度
に
建
設
省
か
ら
現
在
の
UR
が
事
業
計

画
の
認
可
を
受
け
、
平
成
12
年
度
に
か
け
、
地
滑
り
等
防
止
法

や
宅
地
造
成
等
規
正
法
な
ど
の
関
係
諸
法
令
を
遵
守
し
、
実

施
さ
れ
た
も
の
で
適
正
に
造
成
さ
れ
た
と
説
明
し
ま
す
が
、 

現
在
、
建
設
反
対
の
署
名
は
、
３
万
を
超
え
、
周
辺
の
み
な

さ
ん
は
「
幸
福
の
科
学
学
園
」
建
設
そ
の
も
の
へ
の
心
配
と
不
安

を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。 

岸
本
市
議
は
、
事
業
者
も
行
政
も
住
民
が
納
得
で
き
る
説

明
責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

   

  

伊
香
立
下
竜
華
で
は
、
優
良
農
地
へ
の
転
換
と
し
て
、
１５
年

以
上
に
わ
た
り
土
砂
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
産
業
廃
棄
物
の
違
法
投
棄
の
発
覚
や
、
申
請
よ
り
計

画
以
上
の
土
砂
が
持
ち
込
ま
れ
、
大
雨
の
日
に
は
近
隣
の
住
宅

が
浸
水
す
る
と
い
う
被
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。 

岸
本
市
議
は 

☆ 

２
０
０
７
年
１０

月
、
近
隣
住
民
と
と
も
に
、
市
長
に
「
指 

 
 

 

導
・監
督
の
強
化
」の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

☆ 

２
０
０
９
年
６
月
議
会
で
は
、
「
こ
の
４
月
か
ら
中
核
市
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
大
津
市
が
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
権
限
を

最
大
限
活
か
し
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
有
害
な
産

業
廃
棄
物
に
万
全
の
対
策
を
と
る
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。 

 

業
者
は
市
の
勧
告
で
土
砂
の
搬
入
は
や
め
た
も
の
の
、
土
砂
は

積
み
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
、
排
水
溝
の
整
備
、
市
道
の
回
復
に
は
一

切
手
を
つ
け
ず
に
放
置
し
て
い
ま
す
。 

 

岸
本
市
議
は 

こ
の
５
月
議
会
で 

 

 

「
市
の
権
限
」
「
県
の
権
限
」
な
ど
と
責
任
の
擦
り
あ
い
で
、
い
ま

な
お
、
近
隣
の
住
民
を
苦
し
め
て 

い
る
。 

今
で
も
大
雨
が
降
る
と
地 

元
の
自
警
団
や
消
防
団
が
出 

動
し
て
い
る
。 

こ
の
ま
ま
で
、
土
砂
崩
れ
で 

家
が
崩
壊
す
る
危
険
が
あ
り
、 

県
と
市
が
早
急
に
問
題
解
決
に 

向
け
た
道
筋
を
示
し
、
市
民
を 

安
心
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し 

し
た
。 

中
核
市
・大
津
市
と
し
て
の 

権
限
を
最
大
限
活
か
し
て 

市
民
の
安
全
の
確
保
を 

 

幸
福
の
科
学
学
園
建
設
予
定
地
の

安
全
性
は
？ 

・・・いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも・・・ 

施設整備や基盤整備が必要 

「生涯スポーツの盛んなまちづくり」をめざし、大津市スポーツ振

興基本計画が策定されました。 

限られた、公共施設を有効に使うことは不可欠で、特に大津市北

部地域は屋内の運動施設が少なく、小・中・学校の体育館や公共

の運動場など一元管理を求める声が広がっています。 

教育長は「スポーツ施設により利用窓口、申し込み方法等異なり利

用しにくい」と現状を認め、「今後庁内関係課とも連携、協議しながら、

改善に向けて努力する」と答えています。 

一般質問のあと行なわれた教育厚生 

常任委員会で(岸本市議は委員長)、 

和邇市民体育館や桐生運動公園など、 

インターネットで施設の空き状況を公 

開していくことが明らかになりました。 

 

5 月議会 

一般質問№2 

 

路
面
か
ら
約
５０

メ
ー
ト
ル
「
か
さ

上
げ
」
さ
れ
た
現
場 


